
 
NEC ⽥んぼ作りプロジェクト 2024 年度 ⽣物調査レポート 

認定 NPO 法人 アサザ基金作成 

はじめに（概要） 

 

本プロジェクトは、人の働きかけが失われ荒廃した里山に、人の働きかけを取り戻

し、霞ヶ浦の水源地保全や生物多様性保全の拠点として機能させることを目指してい

ます。同時に、谷津田での米作りを通して、自然と共存した持続可能な農業の実践を

行い、霞ヶ浦流域のみならず全国の谷津田（条件不利農地）の保全モデルとすること

を目指しています。 

レッドデータブック記載種の多くは、里山に生息しています。それらの種の減少の

主原因は、里山への人の働きかけが失われ環境が変化したことにあります。本調査で

は、生物観察を通して、再開された人の働きかけによって生成された環境要素やその

変化を把握し、考察を行い、生物多様性の向上及び、安定した食糧生産に資する谷津

田の管理手法の確立を目指し、生物の生息に必要な環境要素の空間配置や時間的構成

を把握することを目的に実施されています。 
 
▼トンボ 
トンボ類は、これまで２２種類確認されています。（再生前は１３種類）トンボ類の
増加には、谷津田での多様な水域の復元と合わせて、周囲の森林の手入れが進み、羽
化後の若い成虫が過ごすのに必要な森林内の開けた空間ができたことが影響していま
す。 
今年度は高温の影響もあり、トンボ類の個体数が減少傾向にあります。特にアキアカ
ネの個体数の減少が顕著に出ています。 
例年、谷津田の下流側にある HG田んぼで、アキアカネの羽化が多く見られ、カトリ
ヤンマの成虫もHG田んぼ付近で確認することが出来ました。両種は、一年中湛水状
態となる谷津田ではあまり見られず、稲刈り後に小さな水溜りが残る乾田に生息する
トンボです。両種は、谷津田のような水の保たれる安定した環境よりも、時々干上が
る不安定な環境に適応しています。アキアカネは、農薬や極端な乾田化などの影響
で、激減していると言われており、カトリヤンマも近年個体数を減らし、23都道府県
でレッドデータに指定されています。この両種の発生の源はHG田んぼとなっていま
す。 
 
カトリヤンマ レッドデータブック 
http://jpnrdb.com/search.php?mode=map&q=07040100151 
アキアカネ レッドデータブック 
                                                                                       
  
両者とも、「田んぼのトンボ」と呼ばれ、昔の日本では、ごくありふれて親しまれた
トンボです。それは、湿田と乾田の中間的な環境の田んぼが、全国に多くあったから
かもしれません。今回の調査では、湿田と乾田の中間的なタイプの田んぼの重要さが
確認できました。今後も、里山の生態系を維持し生物多様性の向上を図る上で、安定
型や不安定型など多様なタイプの田んぼを立地条件に合わせ意識的に整備していきた
いと思います。 
  
アキアカネ 



ABCDGH田んぼで、2024年 6月 17日 5 個体の羽化殻を確認しました。昨年度は G
⽥んぼのみで 20 個体の⽻化殻を確認しましたが、今年度は⾼温の影響や周囲の環境の
変化による個体数の減少が考えられます。アキアカネの減少はカメムシやウンカなど
の稲の害⾍に捕⾷圧がかからなくなり、害⾍の⾷害の増加が懸念されます。 

GH田んぼは、谷津田の上流側の田んぼとは違い、横を流れる水路との高低差があ
り、水はけが良く、田んぼ内の水を水路に落とすことができますが、所々に地下から
の湧き水があり、稲刈り後もドロ状の水溜りが散在するため、アキアカネの産卵条件
が整っていました。H田んぼは、上述したような乾田と湿田との中間的な田んぼであ
ると考えられます。 

 
 

6 月 H田んぼで羽化したてのアキ
アカネ 

H田んぼ コンバインは入るが、機械の轍が付
くぐらいに湿っている。 

 
カトリヤンマ 
カトリヤンマ（蚊捕蜻蜒、学名 Gynacantha japonica )は、水田を主な生息地 とするト
ンボで卵期・幼虫期を水田で過ごすことが知られています。成虫は水田周辺の林で過
ごすため林に隣接した谷津田などが主要な生息場所になります。以前は、丘陵地の谷
津田や山間部の水田などで普通にみることができたトンボです。和名の蚊捕り（かと
り）は、黄昏時に大空を変幻自在に飛び回ってカを食べる食性に由来しています。ま
た、高度経済成長の前までは、稲刈りの際に、足にぶつかってくる程飛んでいたとい
われる位ほど多く、日本における最もよくみられたトンボとも言われていました。6
月 14日に 1匹のカトリヤンマのヤゴをシ田んぼで確認しました。土が適度に湿ってい

て、柔らかく、土が見える程度に草が生えている場所が産卵場所として適していま

す。H田んぼがその環境に合っていると考えられます。また、カトリヤンマのヤゴ

は、田んぼの水が時々干上がるなどの不安定な環境にも生息することができます。ア

キアカネ同様に、中間的な田んぼ環境に適応した種です。田んぼ周辺の森林の下草刈

りなどの手入れが進み、森林内にトンボの生息可能な空間ができたことも影響したと

思われます。 
  



  

カトリヤンマ カトリヤンマのヤゴ 
 
シオヤトンボ 
 
本種は湧き水が流れる田んぼに多く生息するため、谷津田環境の指標となるトンボ
です。田んぼに周辺の森から湧水が流れ込み、地表に緩やかな流れがあるような環境
を好みます。プロジェクトの谷津田では、シオヤトンボは周囲を雑木林に囲まれ、1年
中湧水の流れのある達人エリアや湿地帯エリアで多く見られます。 
冬水田んぼの様に水面が維持された止水環境では、同属のシオカラトンボやオオシ
オカラトンボが優先し、シオヤトンボは見られなくなってしまいます。シオヤトンボ
は、水田とういう止水的な環境の中に流水的な環境要素が含まれる複合的な環境に適
応した種といえます。    
 

  

シオヤトンボ 湿地帯の中の流水環境 



  
シオカラトンボ 水面が維持された止水環境 

 
ヤマサナエ 
近年、春から初夏に見られる流水型のトンボであるヤマサナエが見られるようにな
っています。ヤマサナエは、流水に生息するトンボです。このトンボが生息すること
は、プロジェクトが行われている上太田の谷津田が豊富な湧水に恵まれていることを
表しています。本種は、東京都では絶滅危惧種に指定され、近い将来絶滅の危険の高
い種とされています。ヤマサナエは、砂泥底のゆるやかな流れに産卵します。羽化し
た成虫は、近くの林内でしばらく過ごしますが、手入れの良い林を利用し、藪化した
放置林は利用できません。同種が見られるようになった背景には、田んぼ周辺の雑木
林の手入れ作業を、ボランティアや達人が進め、林内にトンボが飛翔できる空間がで
きたことがあります。 
また、谷津田には同種と同様に緩やかな細い流水に生息するオニヤンマも見られま
す。流水型の両種が共存できる背景には、時間的な住み分けと共に、流水環境の多様
性があると考えられます。本プロジェクトの谷津田では、湧水量が豊富で流水路の水
位が深く維持されることから水面に打水産卵する本種に適した環境があると同時に、
オニヤンマが産卵する浅い流水環境があり両種が、競合することなく住み分けること
できているのではないかと考えられます。 
2022 年度の１匹という記録から 2023 年は 12 匹の確認でしたが、2024 年度は 5 匹まで

個体数を減らしています。しかし、８月６日に「E田んぼ」横の水路で産卵してるのを

目視で確認しましたし、2020 年度の初観測時から例年連続して見られることから、流

水型トンボであるヤマサナエが定着したことになりますが、ヤマサナエも他のトンボ

類と同様に高温の影響もあり、減少傾向あります。 
 
 



 

 

ヤマサナエ  
  
ニホンアカガエル 
 
本年から新たにモニタリングサイト 1000 里地調査に認定されました。モニタリン
グ 1000 の調査項目の一つであるアカガエル類を調査しました。ニホンアカガエル
は、再生後８年間（2011 年～）卵塊を確認できませんでしたが、2019 年度度初めて
卵塊が４個確認され、2024年度は３⽉５⽇〜３⽉２６⽇の記録で 120個確認できまし
た。産卵適地となる湧水点が多くあるため、今後も増加していくことが期待できま
す。 
ニホンアカガエルの産卵場所は、湧水によってできた田んぼの水溜りなどの小規模
の止水域です。プロジェクトの田んぼには、周囲の森林からの地下水が所々から湧出
していて水溜りを作っています。氷結しない水溜りは、早春に産卵する同種の格好の
産卵場所となります。本プロジェクトの谷津田には湧水地点が多くあるため、今後同
種の卵塊数が飛躍的に増加することが期待されます。 

 同種は、幼生から成体になると林床に移動し生活します。藪化していた周囲の森林

で手入れを行なったことで、林床に光が当たるようになって生物生産性が高くなった

ことも、同種の増加に寄与しているものと考えられます。 
 
 

  
ニホンアカガエル 達人エリアの水たまりで確認された卵塊 

   
その他のカエル類 
 



再生前の谷津田では、ニホンアマガエルが数匹見られた他に、カエルは確認できま
せんでした。再生後、少しずつカエルが増え、今ではシュレーゲルアオガエル、ヌマ
ガエル、ニホンアマガエル、トウキョウダルマガエルが谷津田全体に広く分布する様
になっています。特に再生後の水田での増加が確認できます。アズマヒキガエルは例
年、局所的に見られていたが、「E田んぼ」～「す田んぼ」の区間の水路や湛水の田
んぼに産卵が確認でき、谷津田の上流部の「へ」の染み出しでも確認しました。 
これらのカエルは、産卵や胚の発生に適した温度に違いがあり、種ごとに様々な水
環境を生息地として利用します。この地域に生息する主な在来種が揃って生息するこ
とになったことは、里山本来の多様な水環境が再生されて来た証でもあります。 
また、プロジェクトの谷津田には、外来種のウシガエルが生息していないことで、在
来のカエル類の生息拡大につながっているものと考えられますが、近辺のハス⽥に⽣
息するウシガエルの侵⼊が確認されています。現在までプロジェクトの⾕津⽥でウシ
ガエルの繁殖の確認はありませんが、幼⽣のまま越冬するウシガエルにとって常時湛
⽔で⾷物の豊富な⾕津⽥は⽣息環境として最適です。ウシガエルの捕⾷者であるサギ
類等の⽣息が重要になってきます。 
  
 
 
▼ヘイケボタル 
  

 
本年から新たにモニタリングサイト 1000 里地調査に認定されました。モニタリン
グ 1000 の調査項目の一つであるホタル類は来年度の調査になります。ヘイケボタル
は、年によって確認数が変動しています。不定期に行われてきた踏耕などの谷津田環
境への人為的な働きかけが、生息数の増減に影響を与えたためと考えられます。今年
度は、７月９日に 246匹が確認できました。（あ～うエリア）、（達人エリア）。
2015年、2016年と比べるとかなり大幅な減少となっています。減少の要因として考え
られるのは、2019年、2020年と踏み耕をしなったことがあります。踏耕による撹乱が
行われなくなり、ホタルの餌になる貝類などの数が減少した可能性があります。また
プロジェクトが行われている谷津田全体で見ると、5～10匹ほどの同種の生息場所が
点在していますが、それらの点が、谷津田に点々と存在する湧水点と重なっているこ
とが分かってきました。現在谷津田に面した斜面の放置竹林の整備を進めています。



竹は水を多く吸い上げるため放置竹林が拡大すると、谷津田の湧水が涸れてしまいま
す。竹林整備を進めていくことで、今後湧水点を増やし、ヘイケボタルの生息地の拡
大を図っていきたいと思います昨年度の冬季にはあ～う田んぼの東側の竹林を整備し

たため林縁から水が湧き出る様になったため来年度以降のホタルの個体数増加が期待

できます。 
 

 
ヘイケボタル 
 
 
▼魚類 
 
メダカは、再生後に飛躍的に増加した生物の一つです。メダカの数は安定していま
す。ＨＧ田んぼ、55番、56番、あ～う田んぼ、達人エリアと再生エリア全域で見られ
るようになりました。 
ドジョウも、ほぼ全域で見られるようになっています。ドジョウは、本プロジェク
トが目標としているトキの主な餌になる生物です。ドジョウの増加は、カエルやバッ
タなどの増加と共に、トキの生息環境が整いつつあることを示しています。 
ヨシノボリなど谷津田への遡上が期待される他の魚類の生息はまだ確認されていま
せん。将来ウナギなどを呼び戻すためには、谷津田から流れる水路が合流する小野川
との連続性を確保するための取り組みも必要になります。霞ヶ浦と流域の谷津田群
は、かつて日本一のウナギ生息地でした。絶滅危惧種となったニホンウナギの保護を
図る上でも、本プロジェクトによる谷津田再生は、重要な取り組みとなっています。 
 



 
上太田フィールドの達人エリアよりも上流部で確認されたメダカ 
 
▼哺乳類 

 
2024 年 12 ⽉に使われていないカヤネズミの巣を「お〜か」の湿地帯で確認しまし

た。今年度はアイウ⽥んぼで作付けを再開し、「お〜か」で昨年度に実施した踏み耕
を実施しなかったため⽣息域をずらしたと考えられます。 

11月末のウ田んぼに、カヤネズミの巣を確認しました。巣の中には幼体のカヤネズ
ミを５匹確認しました。また昨年度の 1月には、F田んぼにある船の下で越冬してい
るカヤネズミを３個体確認しました。カヤネズミは、ヨシ原、茅場など草丈の高い草
の群落に巣を作り生息すると言われていますので、上太田フィールドのＨＧ田んぼか
ら達人エリア上部の湿地帯にも生息していると考えられます。 
同種の主な食性はバッタやイナゴ、キリギリスなどの直翅目です。ＨＧ田んぼ畦、

55番畦、あ～う田んぼ畦、本プロジェクトの谷津田全体にコバネイナゴなど多くの直
翅目が見られるようになっており、カヤネズミにとっては食べ物と住処が十分にある
ことが推測されます。冬場には、ＨＧ田んぼの藁を積んだ場所で越冬している様で
す。また冬場にはアライグマとタヌキの足跡を頻繁に目撃します。アライグマは、上
太田フィールドで増えているザリガニなどを捕食しているとも考えられます。アライ
グマは、アカガエルの卵塊や幼生を捕食しているという報告もあり、今後の生態系へ
の影響が懸念されます。 
 



  
上太⽥ H ⽥んぼで確認されたカヤネズミ H ⽥んぼのカヤネズミの巣 

 
ホンドギツネ 
 
 2024 年 7 月 10 日の 21 時頃に上太田 H 田んぼ横の道路をキツネが歩いていくのを

目視で確認しました。 
2021 年 1/27 2022 年 2/20  達人エリアを中心にキツネの足跡などの痕跡が頻繁
に見つかるようになっています。キツネは、上太田フィールドにとって馴染み深い生
きものと言えます。上太田谷津田の周辺は、昔「女化原」と呼ばれ、台地上に広大な
ススキ野原が広がっていました。ススキ野原は定期的な火入れによって草原として維
持されていました。ススキ野原は、キツネが好む環境です。火入れの際には、火の手
の及ばない谷津田には生き物たちが避難していたと考えまれます。 
プロジェクトが行われている谷津田と下流側で枝分かれしているもう一つの谷津田
の谷頭付近には、狐の嫁入り伝説で知られる女化神社の奥の院、別名お穴様がありま
す。ここは、谷津田全体が見渡せる小高い塚のような場所で、実際にキツネが巣穴を
作るのに適した環境です。かつてはキツネの巣穴を人々が祀った狐塚があったのかも
しれません。（古くからあった狐塚に稲荷神を祀ったという。柳田國男）本プロジェ
クトが、人と野生の生き物との交流が生んだ文化が今も伝わる地域で行われているこ
とには、大きな意義があります。 
 

 
 

女化神社 奥の院 キツネのお穴様 谷津田で確認されたキツネの足跡 
 
～台地の中心部にはまだかなり広い原野や未開の山林が広がっていた。これらの原野



や未開の山林は、村人たちによってしだいに開発されていったが、昼なお暗い山林が
広がる景観は、のちのちまで残り、そうした自然の中で、交わることの多かった狐、
狸、蛇などにちなむ地名（狸穴、蛇沼など）や伝説（女化の女狐の話）を多く残すこ
とになった。～ 「牛久市史」より 
  
～それだけこの伝説が、人々の間に広く行き渡り、史実であるかの様に受け入れられ
ていたことを示している。この伝説を通じて、私たちは、女化原はそうした動物たち
が跳梁する神秘的な世界でもあったことなどを知ることができる。～ 「牛久市史」
より 
 
キツネの行動範囲は非常に広く、河川を中心に複数の谷津田を移動しながら、狩り
をしながら生きています。本プロジェクトの谷津田がキツネの生息地となったこと
は、霞ヶ浦流域の他の谷津田との繋がり（環境の連続性）を理解させてくれるもので
もあります。それは同時に、本プロジェクトの谷津田が流域の他の谷津田への生物供
給のソースとなること（流域への波及効果）を示唆しています。 
 

 
 

上太田周辺の谷津田の様子 女化神社奥の院 キツネのお穴様 
 
 ▼鳥類 
 
あ〜うエリア周辺の斜⾯林で、森林性の野⿃キビタキが⽣息するようになりました。
春から夏にかけて声が聴こえたことから、繁殖している可能性があります。ホトトギ
スは毎年⾕津⽥を中⼼に鳴き声が聴こえ、姿も頻繁に⾒ることができます。ホトトギ
スの繁殖には、テリトリー内に托卵相⼿となるウグイスの巣が数多くあること必要に
なります。ホトトギスの⽣息の中⼼にこの⾕津⽥あるということは、ウグイスが繁殖
できる森林が連続して存在していることの証です。 



 ＨＧ田んぼで、河川の河川敷や干潟などに生息するクサシギが頻繁に見られるよう
になっています。H田んぼは、先述したアキアカネやカトリヤンマの生息が確認され
た場所で、クサシギの生息場所と重なったことは、それらに共通の環境要素（時々干
上がる、不安定な水環境）があることを示唆しています。 

 
コチドリ 

  
ＨＧ田んぼに隣接する 55番エリアでは、水辺の鳥 カワセミが見られます。カワセ
ミが頻繁に見られることは、谷津田の水路の生物量が増加したことを意味していま
す。 
また、冬場には、達人エリアに向かう森林散策路周辺ではカケス、コゲラ、シジュウ
カラ、ヤマガラ、ヒヨドリ、シロハラなどが確認されます。特に、カケスやシロハラ
など林床部で餌を探すタイプの野鳥が多くなったことは、ボランティアや達人の皆さ
んによる下草刈りなどの手入れ作業による効果です。 
繁茂したアズマネザサが刈られ林床に陽が当たるようになり、多様な植物が芽生
え、多様な昆虫が生息するようになったことも野鳥の増加に寄与しています。これら
の人間の働きかけによる効果は、地域の生物生産性の向上に繋がり、同地域でのフク
ロウの生息を可能にしました。 
谷津田内の湿地にはアオジ、カシラダカ、ホオジロが確認されます。これらの鳥
は、ホオジロ科に属していますが、同じ湿原内にあって草丈の違いなどの空間的多様
性を生かして共存していると言われています（同所的共存）。踏耕によって作られる
湿地内の複雑な環境が、多くの生物の共存可能な環境作りにも寄与しているものと思
われます。 
猛禽類は、⾕津⽥の再⽣区全体でフクロウの鳴き声と昼⾷前広場裏の⽵林から「ま〜み」
までの広い範囲を⽬視で確認しています。また、仮設トイレ近くで初確認のチョウゲンボ
ウを確認し、⾕津⽥全体の上空までノスリ、オオタカ、トビを⽬視で確認でき、⾕津⽥の
再⽣区全体で⽻根が散らばっている場所があり狩りや捕⾷をした痕跡も昨年度よりも多く
確認できます。これらも⾕津⽥と周辺森林の整備によって、狩りがしやすい開けた空間が
広がり、地域の⽣物⽣産性が向上したことを⽰しています。 
  この様に、森林性の鳥類、草原や河川敷で見られる鳥類、農耕地や林縁部など多様
な環境で見られる鳥類が見られるようになってきた背景には、本プロジェクトによっ
て、放置されていた里山に再び人の働きかけが戻り、かつての里山にあった多様な環
境要素が復元された証であると考えられます。 
 
 
 



▼植物 
 
近年の谷津田は農家の高齢化や後継者不足等により耕作放棄地となってしまっています。
また、農薬の散布や水田の乾田化などが進み、水田雑草や里山等の元々身近に生息してい
た植物たちが姿を消しています。本プロジェクトの谷津田ではイネを無農薬栽培し湿田の
まま利用、耕作放棄地の谷津田を再生し、元々身近であった貴重な植物たちが生育してい
ます。植物の保護、保全は特定の植物を食草に利用する蝶類等の昆虫も同時に保護するこ
とにつながります。貴重な在来の植物も生育していますが、外来植物も増えて来ています。
例年確認されているヒレタゴボウ（アメリカミズキンバイ）やアメリカセンダングサ等も
水田内に生え、雑草として水田管理作業の邪魔になります。また、畦にはセイタカアワダ
チソウやオオブタクサ、アレチウリ等も確認されています。 
貴重な在来の植物は元々身近な水田雑草や里山の普通種でしたが、生息環境である湿地
開発や水田の乾田化、農薬の利用が主要因で減少しています。また、里山環境で生息して
いるエビネやシュンラン等のラン類は鑑賞性の高いため盗掘の被害に合いやすく、自然界
で発芽率が低いため簡単に増殖せず、開発等も重なり減少しています。 
本プロジェクトの谷津田では 2023 年度では環境庁のレッドデータブックで絶滅危惧Ⅱ
類に分類されているタコノアシや準絶滅危惧のミズニラやエビネ、カキツバタ、ミクリが
確認できました。2024 年度は A 田んぼでミクリの根元にイヌタヌキモ、シス田んぼでは
ミズニラ、アイウシス田んぼにミズワラビ、BDH田んぼでイチョウウキゴケ、畦でミゾコ
ウジュを確認しました。上記の６種それぞれ環境庁指定の準絶滅危惧種です。 
開発や環境の変化により今後は絶滅が危惧される植物が増え、外来の植物も増えてくる
と予想します。ですが、今後も本プロジェクトの活動を通じ貴重な植物が保全されていく
ことを期待します。 
 
今後の展望 
 

本プロジェクトによる⾕津⽥および周辺環境への継続的な働きかけによって、毎年
のように新たな⽣物の⽣息が確認されています。今回は、モニタリングサイト 1000 の
認定を受け、アカガエル類の卵塊数カウント調査とヘイケボタルの発光成⾍のカウン
ト調査を実施しました。例年と⽐較するとアキアカネをはじめとした多くのトンボ類
の減少が顕著に現れています。初確認のチョウゲンボウや野良猫の確認等気温の変化
や開発による周囲の環境の変化も影響し合い、今後の⽣物相が劇的に変化のではない
かと推察します。 
⼈間の働きかけによって多様な環境要素が⽣成されつつあることも確認されました。

今後も変化を追い、考察を⾏い、環境要素の配置や時間的構成を計画的に⾏っていけ
るよう知⾒を重ねていきたいと思います。これらの取り組みを総合的に評価する⽣物
として、NEC ⽥んぼ作りプロジェクトではトキの⽣息を⽬指しています。 

また、本プロジェクトは、⾕津⽥という条件不利地域での⽶作りをベースに、⽔源
地保全再⽣と⽣物多様性保全再⽣を⾏ってきました。今後は、社会的課題として中も
むされているコメ⽣産と⽣物多様性など環境保全再⽣を両⽴させる SDGs モデルとし
て、霞ヶ浦の流域保全、霞ヶ浦再⽣へ、さらには全国の中間⼭地の⾕津⽥再⽣に向け
た取り組みとして波及させていきたいと思います。 

 
認定 NPO法⼈アサザ基⾦ 


